
S さ ん　 　 小学校・ 校長・ 経験年数 3 3 年

　 春なら 入学式やお花見、 秋なら 運動会や紅葉など 、 季節を 感じ る 風景や行事を 、 自宅

にあるも のや廃材、 百円ショ ッ プやカ プセルト イ などを 使っ て 、 ジオラ マだっ たり ミ ニ

チュ アだっ たり 、 場面に合わせて作っ ています。 私自身、 動物が好き なこ と も あり 、 場

面に応じ て犬や猫など、 子ども たちの関心を 引く 置物にも こ だわっ ています。

の？｣ と 催促さ れる と 、 期待以上のも のを 作

り たく なり 、 燃えます。

あなたにと っ て、 その取り 組みはどんな

時間で すか？　 ま た、 そ の時間があ な

たの人生に変化やプラ スになっ たこ と が

あっ たら 教えてく ださ い。  

　 決し て器用ではないのですが、 ｢器用｣ な人

だと 思われている よ う で ｢ラ ッ キー｣ と 思っ

ています。 瞳をキラ キラ さ せながら ｢私も 作っ

てみたい｣ と 興味を も っ てく れる 子ど も も い

る ので、 私の作り 物を き っ かけにし て子ど も

たち が、 自分のよ さ や好き な物、 好き なこ と

を 始める 一つの機会になっ たら よ いなと 思っ

ています。

仕事と の両立で心掛けている こ と はあり

ますか？　 特に仕事以外の時間を どのよ

う に作っ ていますか。 また、 その時間を

作る コ ツ や工夫し ている こ と を 教えてく

ださ い。

　 ｢趣味で無理を し ない｣ こ と は心がけていま

す。 ですので、 一つ作るのに時間がかかり ます。

でも 、 完成が見えてく る と 、 つい時間を 忘れ

てし まう こ と も あり ます。

今後、 仕事以外で挑戦し たいこ と 、 勉強

し てみたいこ と 、 やっ てみたいこ と 、 目

標などがあり まし たら 教えてく ださ い。

　 現在、 結構リ ア ルな小物がカ プ セルト イ で

販売さ れています。 ｢作り 物に使う から ｣ と い

う 理由を 口実に、 カ プ セルト イ 機巡り を し て

みたいです。

その取り 組みはどのく ら いの頻度で実施

し ていますか。 また、 どのく ら いの期間

継続し ていますか。

　 作り 始めたのは教職員になっ て２ 校目の４

～５ 年目頃から だっ たと 思います。 週末に作

る ため、 一つの作品を 作る のに１ ヶ 月ほど か

かり ます。

その取り 組みを はじ めたき っ かけを 教え

てく ださ い。

　 き っ かけは、 季節感を 取り 入れよ う と 、 何

気に簡単な作り 物を 学級に置いたと き でし た 。

子ども たち が作り 物に集まっ て眺めたり 触っ

たり し ながら 楽し そう に会話を し ている 姿が

あり まし た。 学校は、 環境も 行事も 季節の移

り 変わり を 感じ ら れる 場所です。 日本の四季

の美し さ や学校なら ではの四季を 感じ る 行事

を 楽し みにし てほし い、 大切にし てほし いと

思い、 作り 始めまし た。 子ども たちはも ちろん、

作り 物のおかげで先生方や来校者が立ち 止ま

り 、 そこ に会話が生まれるため、 ｢こ れは良い

コ ミ ュ ニケーショ ン ツ ールだ｣ と 思い、 週末

のリ フ レ ッ シュ タ イ ムと し て作り 物を 続けて

います。

その取り 組みにまつわる エピ ソ ード を で

き るだけ詳し く 教えてく ださ い。

　 作っ たこ と で子ど も たち はも ち ろ ん、 みな

さ んが嬉し そう に見ていら っ し ゃ る のを 眺め

るのが私の密かな楽し みです。 ｢次は何を作る

仲間の先生方に向けても メ ッ セージをお願いし ます。

　 いつも 学校のために全力で頑張っ ている先生方。 自分時間を大切に、 好きなこ と に没

頭し て、 心も体もリ フレッ シュし てく ださ い！

こ れから 教職員になる方に向けてメ ッ セージをお願いし ます。

　 子ども たちの成長を見守り 支えるこ と にやり がいを感じ るのが私たち教職員の仕事で

す。 でも、 同じ く ら い大切なのは、 ｢自分自身の人生を楽し むこ と ｣ だと 思います。 毎

日同じ 学級の子ども たちに、 同じ よう に授業をし 、 同じ よう に１ 日は流れていきますが、

そんな中でも あの子は今日はいつも 以上に賑やかだな、 あの子は今日は元気がないぞな

ど、 同じ 子ども でも その日の様子は違います。 学校も、 今日は音楽発表会、 今日は地域

と のグラ ウンド ゴルフ 大会など、 その日によっ て違います。 同じ よう に見えて、 実は毎

日違う 。 だから 学校は面白いのです。 子ども がいて、 学校なら ではの行事があっ て、 他

の企業にはないも のが学校にはあり ます。 し かし 、 時に生徒指導や保護者対応などう ま

く いかないこ と もあり ます。 だからこ そ意識し て自分の時間、心を満たす時間が必要です。

趣味や学び、 家族や友人と の時間、 旅や運動…。 それら は、 自分の心を豊かにし 、 結果

的に子どもたちへの関わり にも温かさ と 深みを与えるこ と につながると 思います。
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